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Ⅰ ごみ処理の現状 



一
般
廃
棄
物 

家庭系ごみ 

（約４０％） 

 

○ごみの減量 

 ・分別収集（資源ごみ等）  

 ・中身の見えるごみ袋で 

  の排出 

 ・粗大ごみ有料化 

 ・地域と連携したごみ減量 

  の推進 

 

・収集、運搬（一部民間に 

 委託） 

・戸別収集 

・10センター・1出張所 

 （約2,180人 ※） 

 

 

 

 焼却工場で処分（９か所 ） 

 （約650人 ※） 

 

           

    埋立処分 

 

焼却工場 

 ・売電収入がある 

 ・他都市からの受入もある。 

  

事業系ごみ 

（約６０％） 

 

・業者の許可 

・規制指導 

  排出者、業者 

 

・民間364業者が収集、 運 

 搬 

・市の焼却工場へ 

環境系ごみ 

 

・市民啓発 

 

 

・道路清掃、河川水面清
掃（民間に委託） 

・不法投棄処理 

産業廃棄物 

 

・業者の許可 

・規制指導 

  排出者、業者 

 

・民間約5,000業者が収集、 

 運搬 

・民間処理工場へ 

 

      民間約１００業者 

 処理・処分  収集・運搬 予防 

市役所の部分 

 廃棄物行政は、廃棄物の種類と様々な業務の組合せとして整理できる。 
 分析を行う一般廃棄物（ごみ）処理においては、ごみの収集・運搬、焼却処理・処分及びごみ減量・リサイクル
の普及啓発、民間の収集業者の許可や規制指導業務など様々な業務を実施している。 

Ⅰ－１  廃棄物行政の全体像 

※ 人数については、2011年10月1日現在 3 



 一般廃棄物は、市町村に処理計画を立てることが義務付けられており、自治体か許可業者が収集している。 
 一方、産業廃棄物は、排出事業者が自ら処理するか許可業者に処理委託する方法で、適正に処理する義務がある。 
 

焼却工場 

 ◇処理能力  170.7万トン 
 ◇年間焼却量 125.4万トン 
 ※処理能力には八尾工場分 
  （7.4万トン）を含む。 

（９ヶ所） 

環境事業センター 

◇普通ごみ収集     週２回 
◇資源ごみ収集     週１回 
◇容器包装プラ収集     週１回 
◇粗大ごみ収集（一部委託） 
            申込制 
◇環境整備業務     適 宜 

収集車による収集業務（１１ヶ所） 

家庭系 

許可業者 

収集車両を１台or２台しか所有
していない零細な事業者が全体
の６０％強 

事業系 

申込・要望 

一般廃棄物 
（１１８.９万トン／年） 

産業廃棄物 
（６０２.９万トン／年） ※４ 

一般搬入等 
（2.4万トン／年） 

資源化（4.0万トン／年） 
選別・資源化は民間委託 

※３ 

埋立処分 

民・民契約で主に夜間収集 

許可業者搬入 
（68.4 万トン／年

） 

定曜日収集 

搬入（46.9万トン／年） 
10kg／日以上有料 

排出指導 

排出・減量指導 

２１万事業所 

他都市 
（10.5万トン／年） 

約１３０万世帯 

市の責任で収集・運搬・処理 

産業廃棄物収集運搬許可業者 

約５,０００業者（大阪市で許可） 

産業廃棄物処分許可業者 

約１００業者（大阪市で許可） 

処理処分 

事業所から 
収集 
＊２ 

家庭から 
収     集 

＊１ 

一般廃棄物、産業廃棄物とも2010度実績 

＊１ 10kg未満の事業系は市が収集（無料）                     ※３ 資源化量には破砕後の金属回収含む 
＊２ アパート・マンション等、家庭系の一部を許可業者が収集（有料）     ※４  産業廃棄物とは、事業活動により生じた廃棄物のうち、 燃え殻、汚泥、廃油、 
                                                                                                               廃プラスチック類その他政令で定める廃棄物をいう。 

収集は業者が実施し、排出者が負担 

Ⅰ－２  大阪市での廃棄物処理の流れ 

23.2万トン/年 

排出事業者責任の下、民間事業者による処理が基本 

３６４業者 

処理契約 マニフェスト 
（産業廃棄物管理票） 

マニフェスト 
（産業廃棄物管理票） 

処理契約 
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Ⅰ－３  大阪市の一般廃棄物の年間収集量  118.9万トン（2010年度） 

収集された廃棄物は、主に焼却処理された後、海上埋立処分される。 

※１．各数値は四捨五入しているため、合計があわない場合があります。 
※２．大阪市の収集は、可燃・不燃の別なし。 
 
資料：大阪市環境局調べ 

（単位：万トン） 
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Ⅰ－４  環境事業センター・焼却工場配置図 

東北センター 

北部センター 

中部センター 
出張所 

東部センター 

中部センター 

東南センター 

西南センター 

西部センター 

西北センター 

森之宮工場 

八尾工場 

平野工場 

舞洲工場 

西淀工場 

東淀工場 

淀川区 

西淀川区 

東淀川区 

旭区 

都島区 

北区 

福島区 

此花区 

港区 

西区 

中央区 

城東区 
鶴見区 

東成区 

天王寺区 生野区 

浪速区 大正区 

西成区 

阿倍野区 

平野区 

東住吉区 

住吉区 

住之江区 

城北 
センター 

鶴見工場 

南部センター 住之江工場 

大正工場 

注：太線は各環境事業センターの管轄区域 
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